
 

   

  中小企業の正社員賃上げ率4.03％ 実施しない企業も 二極化傾向に～日本商工会議所・東京 

商工会議所の調査より 

日本商工会議所・東京商工会議所は６月４日、「中小企業の賃金改定に関する調査」集計結果 

を発表しました。全国の会員企業を対象に調査したもので、2025年４月14日から５月16日にか 

けて行い、3,042社から回答を得ました。 

定期昇給とベースアップを合わせた正社員の賃上げ率が平均で４％を超えましたが、一方で、

賃上げしない企業も全体の２割に及び、二極化の傾向がみられるとしています。 

 

◆賃上げを実施する企業は全体で約７割、20人以下の小規模企業で約６割 

2025年度に賃上げを実施した企業（予定を含む）は69.6％と、前年より4.7ポイント低下しまし

た。20人以下の小規模企業では57.7%で5.6ポイント低下しています。 

また、現時点で「未定」との回答は23.5％で3.1ポイント上昇。価格転嫁の遅れや米国関税措置等

で先行き不透明感を懸念する声もあり、昨年に比べ、「未定」の回答が増加しています。 

 

◆正社員の賃上げ率は4.03％、昨年比0.41ポイントの増加 

中小企業全体の正社員の賃上げ額（月給）は、加重平均で1万1,074円と、昨年より1,412円上回り

ました。賃上げ率は4.03％で、昨年対比では、0.41ポイント増加しています。 

20人以下の小規模企業では、賃上げ額（月給）は加重平均9,568円、賃上げ率は3.54％で、昨年よ

り0.20ポイントの増加です。 

 

◆パート・アルバイトの賃上げ率は4.21％、昨年比0.78ポイントの上昇 

パート・アルバイト等の賃上げ額（時給）は46.5円、賃上げ率は4.21％で0.78ポイントの増加で

す。 

一方、20人以下の小規模企業では、賃上げ額は37.4円、賃上げ率は3.30％で、昨年より0.58ポイ

ントの減少となっています。 

 

賃上げ率は全体では４％を超えるなど、中小企業も賃上げに最大限努力していますが、小規模企業

は全体と比較し賃上げ額・率ともに低位となっていることから、より重点的な支援が求められます。 

 

【日本商工会議所・東京商工会議所「中小企業の賃金改定に関する調査」集計結果】 

https://www.jcci.or.jp/20250604_research.pdf 


